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背景
　下水市場で広く使用されている遠心脱水機の運転操
作因子には、遠心力・差速・スラリー供給量・薬注率
等があり、操作因子を調整することでお客様の要求す
る分離性能を得ることが出来ます。実運用においては
スラリー性状変化等を考慮して、余裕を持った運転条
件で使用されるため、その分ロスが発生します（図－１）。
自動薬注制御システムはAI技術を活用し、遠心脱水機
の分離液の状態から適切な薬品使用量を選定し、自動
制御を可能とするシステムです。
　要求仕様に最適化した薬注率へ自動制御することで、
薬品の運用過剰分の発生を防ぎ、ランニングコストを
削減することで下水道事業の効率的な運用を目指します。
また、労働環境の改善や労働力の不足の問題の解決に
も寄与いたします。

図－２　薬注率（薬品使用量）ごとの分離液状態

システム概要
　遠心脱水機から排出される分離液の特徴量（図－２）
からAIが判断し、薬品使用量過多の場合、薬品供給量
が下がり分離性能要求値を維持しながら薬品使用量を
削減いたします。一方、薬品使用量が不足の場合、薬
品供給量を最適化し、分離性能要求値を達成する運転
に自動調整いたします。

システム構成
　実設備で運用中の遠心脱水機から排出される分離
液の現在の状態をカメラで捉え、AI技術を搭載した
PCにて状態を解析、解析結果に応じて薬品ポンプの
出力を自動調整し最適な薬注率での運用が可能です。
（図－３）

図－１　余裕を持った薬注率で運用することによるロス 図－３ システム構成例


